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（研究テーマ） 
 OsRac1GEF を分子基盤とした植物免疫の解析 

（メッセージ） 

 植物や動物は、病原体の感染を受容体を介して特異的に認識し、様々な防御反応

を誘導する。非常に面白いことに、自然免疫における病原体を認識する受容体の構

造やシグナル伝達機構の一部は、植物と動物の間で共通性が見られる。当研究室で

は、植物の自然免疫の分子メカニズムを明らかにすることを目的として研究を進め

ており、近年、Gタンパク質が植物の自然免疫機構で重要な役割を果たしているこ

とを明らかにしてきた。これまでの解析から、Gタンパク質が抵抗性反応の様々な

シグナル伝達に関与していると考えられるが、その詳細な分子機構については明ら

かになっていない。今後、その全貌を明らかにしていきたいと考えている。   
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（研究室で有する実験技術・リソース） 

1) プロテオーム解析技術（2次元電気泳動や質量分析計）

2) イネやアラビドプシスなどの形質転換技術  

3）植物でのバイオイメージング技術  

 


